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1. はじめに 

3.11 以降の節電意識の高まりによりスマートハウスが
普及しつつある．スマートハウスとは一般的には家庭内
のエネルギー消費を管理する HEMS（Home Energy 
Management System）が備えられている住宅のことを指
しており，政府は 2030年までに全ての住まいにHEMS
を設置することを目指している [1]．経済産業省より
HEMS 標準プロトコルとしてエコーネットコンソーシアム
にて策定された ECHONET Lite[2]が推奨されている[3]．
ECHONET Liteを利用することで機器の動作の制御や
動作の状態を取得等が可能である．以上のことから
ECHONET Lite 対応機器の開発，普及が期待されて
いる． 

ECHONET Lite はオープンな規格であり，誰もがダ
ウンロードできる．ECHONET Liteプロトコルを理解する
ためにはまず ECHONET Lite規格書とAppendix オブ
ジェクト詳細規定である．しかし，PDF ファイルでの配
布であるため開発者は規格書の膨大なページ数の中
から自ら目を通して必要な情報を探し出すことが求めら
れており，非効率的であると考えられる． 
そこで，オブジェクト詳細規定をプログラムで検索可

能になれば ECHONET Lite 対応機器の開発，製作の
効率化を図ることができるのでないかと考えた．通常は
データをプログラムで検索可能にするためにはリレー
ショナルデータベースを利用する．しかし，ECHONET
機器オブジェクト詳細規定は 1 年に 2 度改定されてお
り，ECHONET Lite規格も数年に１度改定されているた
めデータベースのスキーマを定義することは難しい． 

2. 関連技術 

関連技術として神奈川工科大学スマートハウスセン
ターの藤田氏が開発したELViewer [4]がGitHubで公開
されている．ELViewer （ELDeviceObjectsViewer ）は
「ECHONET 機器オブジェクト詳細規定」をデータ化し
た JSON fileを読み込み表示する iOS（iPhone/iPad）用
のソフトウェアである．ELViewerには Super Classを除く
Release G の機器オブジェクト，Node Profile（Super 
Class +機器オブジェクト），Super Classの JSON fileが
含まれている．また，その JSON file も GitHub に
ECHONET-APPENDIX[5]として合わせて公開されてい
る． 
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本ソフトウェアはシンプルな GUI で直感的に操作，

情報の取得ができる．しかし iOS（iPhone/iPad）用のソウ
トウェアなのでAndroidやパソコンからの閲覧は難しく，
また XCodeでビルドしてインストールする必要があるの
で macOSが搭載されているパソコンが必要である． 

3. ECHONET 機器オジェクト詳細規定を表示
するオープンなシステム 

このシステムを利用するユーザは ECHONET Lite対
応機器の開発者を想定しているため，システムは以下
の 2つの要求仕様を満たす必要がある． 

(1) 誰もが手軽に利用できるオープンなシステム 

(2) 規格データの変更，追加等の対応 
要求(1)では，開発者各々が普段利用している端末

を問うことなく容易に閲覧できるようにするため Web シ
ステムとして構築する．また，ブラウザにアクセスするだ
けで利用できるように，特別なソフトウェアのインストー
ルは不要とする． 
要求(2)では，ECHONET機器オブジェクト詳細規

定に誤植や変更，追加情報等あった際はユーザが修
正，補足文等編集できるような wiki のように複数
人で編集できるシステムにする． 

4. 実装 

Web サーバには Node.js を利用して構築した．規格
書のデータベースとしてスキーマが柔軟な XML デー
タベースが考えられるが，本システムでは JavaScriptの
サブセットで親和性が高く，スキーマが柔軟な JSON を
用いる．JSONデータベースは XMLデータベースと比
べ簡潔に構造化されたデータを記述することが可能な
ので記述が容易で人間が理解しやすいデータフォー
マットであると言える．JSON データベースを利用するこ
とで冗長な XML データベースと比べて通信時のデー
タ量を削減が期待できることから JSON データベースを
利用する． 
サーバ側ファイルとクライアント側の Web ブラウザ用

のファイルを作成する．ファイルの役割とつながりの概
要を Fig. 1に示す．ユーザはWebブラウザでサーバに
アクセスしサーバは index.htmlを返す．index.htmlは内
部で index.js と index.css が動作し，index.js はサーバ
から ECHONET Lite 機器オブジェクト詳細規定の
JSONファイルである deviceObject_G.jsonを取得する．
deviceObject_G.json は index.js で解釈され最終的に
index.html としてユーザに提供される． 
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Fig. 1 ファイルの役割 

 

実装したシステムのフローを Fig.2 に示す．Web ブラ
ウザはサーバから HTML ファイルを取得しユーザは
HTML ファイル上のリストや検索フォームから適当な機
器を選択することで index.js は server.js に対応したデ
ータを JSON ファイルから読み出して index.jsに返して
HTML として表示させる． 

 

 
Fig. 2 実装したシステムのフロー 

 

実際に作成したシステムの表示画面を Fig.3 に示
す．表示画面はHTMLを用いて作成した．情報家電を
グループごとにまとめ TOP ページにドロップダウンメニ
ューで表示させ探しやすいものにする．さらに，検索フ

ォームで情報家電名，EPC（ECHONET プロパティ）等

のキーワードで検索可能にする．同ページ内に該当ク

ラス規定を表示させる．さらに，注釈，補足説明がある

プロパティは表の下部に表示させる．加えてプロパティ

名称にリンクをつけ該当する補足文へページ内ジャン

プ可能にする．規定の内容が多い機器はページが長く

なりユーザビリティが悪くなることが考えられる．そのた

めに，ある程度ページをスクロールさせたらページのト

ップに戻るリンクを表示させるようにし利便性を図る． 

 

 

 
Fig. 3 システムの表示画面 

 

5. 今後の課題 

規格書のデータを複数人で書き換えることで，デー
タの信頼性の問題やデータファイルが破損する可能性
が考えられる．誰もが簡単に修正，変更などの編集を
行えるとしてもスパムや望まれない編集機能の悪用は
別である．それらの防止策として最低限のアクセス管理
機構の設置を検討したい．利用者ごとの ID 発行を行
い，ID を保持するものだけがデータの追加，編集を行
えるようにすることでデータの安全性の確保を図る． 

6. おわりに 

本システムはECHONET Lite対応機器の開発，製作
の効率化を図る一助として開発した．誰もが手軽に利
用できるオープンなシステムのために node.js と JSON
データベースを利用して web システムとして構築した．
Web に公開し誰もが利用できる状態である．規格デー
タの変更，追加等の対応させるために編集機能を加え
た．規格書の内容を充実させるために多くの開発者に
使っていただきたい． 
 

参考文献 

[1] 内閣官房 国家戦略室,グリーン政策大綱(2012) 
http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/npu/policy09/pdf/ 
20121127/shiryo4-1.pdf 

[2] エコーネットコンソーシアム 
http://www.echonet.gr.jp/ 

[3] JSCA 国際標準化 WG スマートハウス標準化検討会とりまと
めの公表 
http://www.meti.go.jp/press/2011/02/20120224007/20120224
0-07html  

[4] GitHub - KAIT-HEMS/ELViewer: Viewer for EL-JSON data 
https://github.com/KAIT-HEMS/ELViewer 

[5] GitHub - KAIT-HEMS/ECHONET-APPENDIX: ECHONET 
機器オブジェクト詳細規定の JSONデータ 
https://github.com/KAIT-HEMS/ECHONET-APPENDIX 

Server.js

ServerWebブラウザ

index.html

index.css

index.js deviceObject_G.json

Node.js

index.html

HTTP

HTTP

Server.jsindex.js JSONファイル

Webブラウザ

getJSON

call

Server

read

Copyright     2017 Information Processing Society of Japan.
All Rights Reserved.3-386

情報処理学会第79回全国大会


